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不眠症の治療においては，不眠症状の把握，十分な睡眠衛生指導を行った上で，
薬物療法を考慮することが重要である．睡眠薬は，ベンゾジアゼピン受容体作動
薬（BZ-RAs），メラトニン受容体作動薬（MRA），オレキシン受容体拮抗薬（ORA）
を中心に，期待される効果や有害事象，禁忌や薬物相互作用を考慮しながら使い
分けることが求められる．また，不眠症に対する認知行動療法（CBT-I）の併用も
役に立つ．
生活習慣を整えて睡眠薬を併用し安定した睡眠が得られるようになったら，時間
をかけて睡眠薬の漸減・中止を検討する．
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